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研究成果の概要： 
 スポーツ集団の状況を社会的アイデンティティという視点でとらえた．台湾と日本の大学バ

レーボール選手の比較では，日本と台湾の選手では集団への同一視プロセスに違いがあること

がわかった． 
体育系ではない多種多様な専門領域を有する総合大学に在籍する大学生を対象に所属集団の

集団雰囲気を測定した結果では，女子の方がより主体的，積極的に集団の活動に関わっていた． 
甘い方向に流されがちだと評される現代の大学生の中にも，互いに切磋琢磨できる厳しい集団

を求める大学生がいることが明らかとなった． 
 研究を進める上で，国によって「スポーツ集団」自体の存在が全く異なることも明らかとな
った．したがって，スポーツ集団の一般的理論を我が国のスポーツ集団に直接当てはめること
は適切ではないと思われた． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
17 年度 60 万円 60 万円 

18 年度 70 万円 70 万円 

19 年度 120 万円 36 万円 156 万円 

20 年度 70 万円 21 万円 91 万円 

  年度  

総 計 320 万円 57 万円 377 万円 

 
 
研究分野：体育・スポーツ心理学 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・身体教育学 
キーワード：スポーツ社会心理学，社会的アイデンティティ，スポーツ科学，国際比較 
 
１． 研究開始当初の背景 

 
 近年，集団行動の苦手な若者が増え，彼ら
の問題は集団的人間関係の体験欠如が一因
となっていると考えられる．スポーツ集団が
競技集団として発展し、集団体験の重要な環
境であることも指摘できる．教育におけるス
ポーツ集団の衰退の兆しは，単に少子化だけ

の影響ではなく，競技スポーツ集団の特殊な
風土に影響されているという背景がある． 

この研究では，集団の環境を形成する重要
な役割を指導者に置き，指導者の社会的アイ
デンティティが集団風土に大きな影響を及
ぼしているという視点から分析を進めよう
とした．チームに所属した成員は、外集団に
対して自集団所属の明確な意識を持つので、



外集団との比較で自分のチームに同化して
いく方向と、その集団で一番勢力を持つ指導
者と同じ方向で同化していくという仮説を
たて、そのことを明らかにすることが当初の
計画であった． 
 
２． 研究の目的 

 
 スポーツチームに所属した成員は、外集団
に対して自集団所属の明確な意識を持つの
で、外集団との比較で自分のチームに同化し
ていく方向と、その集団で一番勢力を持つ指
導者と同じ方向で同化していくという仮説
をたてた．そこで，第一に個々の成員がチー
ム内でどのような基準に基づいて集団のア
イデンティティに同化していくかを明らか
にすることを初年度の目的とした． 
 次に，運動部集団は厳しい練習環境を強制
する場合がしばしばあり、自分の集団をひい
きするだけでなく、アンビバレントな感情も
生じやすいと考えられる．2 年目は，バレー
ボールの集団に限定して、メンバーの社会的
アイデンティティが集団風土に大きな影響
を及ぼしているという視点から分析を進め
る．チームに所属した成員は、外集団に対し
て自集団所属の明確な意識を持つので、外集
団との比較で自分のチームに同化していく
方向と、その集団で一番勢力を持つ指導者と
同じ方向で同化していくという仮説をたて、
そのことを明らかにすることを目的とした． 

3 年目は，スポーツ集団のあり方が大きく
異なるヨーロッパ諸国のうちドイツを中心
に調査を実施し、日本のスポーツ集団との集
団意識の違いを明らかにすることを目的と
した．海外の諸国は競技スポーツ選手の育成
の方法が異なるので、集団所属自体の認識が
異なると予想される．チームに対する意識も
チームワークと team work は異なると推測
される．質問紙調査のほかに、ドイツ国のス
ポーツ選手育成の構造的な資料を現地調査
により収集し比較することを目的とした． 
 
３．研究の方法 
 

17～18 年度は (1)現在の大学スポーツ集
団の様式の収集分類調査、(2)体育系大学生対
象として，高校と大学の運動部集団について
の感情の調査，（3）一般大学の集団への帰属
について、調査を行った． 

19 年度はスポーツ集団のあり方が大きく
異なるヨーロッパ諸国のうちドイツに調査
を実施するため，英文で調査用紙を作成した． 
アジアの台湾の学生バレーボールチームに
も調査を実施した． 
 
４． 研究成果 

 

 スポーツ集団の状況を社会的アイデンテ
ィティという視点でとらえることで，従来集
団の心理的変数として考案された集団凝集
性など集団の平均値で数量的に集団状況を
表すのとは異なった集団状況をとらえるこ
とができると考えられた． 

台湾のデータと日本のデータの比較では，
大学バレーボール選手を対象とした結果，日
本選手は道徳的価値を，台湾選手は能力的価
値をより重視している傾向にあることがう
かがえた．また，日本と台湾の選手では集団
への同一視プロセスに違いがあることが考
えられ，日本選手に合った社会的アイデンテ
ィティ尺度の検討が必要であることが示唆
された． 

体育系ではない多種多様な専門領域を有
する総合大学に在籍する大学生を対象に所
属集団の集団雰囲気を測定した結果では，女
子の方がより主体的，積極的に集団の活動に
関わっている様子が窺われた．また，所属集
団の違いを検討すると，自他共に厳しいと認
める体育会運動部や仕事の厳しさを感じて
いるアルバイト先を自分が所属している集
団と捉えている大学生は集団に自主的、積極
的に関わることで達成感や満足感が得られ，
それが所属集団を肯定的に評価することに
繋がっているものと推察された．これは，や
やともすると厳しさを避け，甘い方向に流さ
れがちだと評される現代の大学生の中にも，
互いに切磋琢磨できる厳しい集団を求める
大学生がいることを認識させてくれる結果
となった． 
比較文化的な研究では，文化によって集団

所属の重点が異なり，集団規範も異なること
が明らかになった．また，研究を進める上で，
国によって「スポーツ集団」自体の存在が全
く異なることも明らかとなった．したがって，
スポーツ集団の一般的理論を我が国のスポ
ーツ集団に直接当てはめることは適切では
ないと思われる．そのような視点から，スポ
ーツ集団についての研究を検討しなおすこ
とが重要だと思われた． 
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